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JUMONJI  TOPICS
「令和６年度 課外活動・
社会活動等における表彰式」を開催

土井善晴氏が副学長に就任

熱気にあふれた
「十文字探究DAY 2025」開催！
大盛況に終わった
十文字祭・桐華祭

卒業生の肖像
20歳で挑戦！
大学３年生での起業に成功
城宝 薫さん（株式会社テーブルクロス代表取締役CEO）

研究の玉手箱
和菓子の継承を目指すおだんご先生の心意気
芝崎本実先生（十文字学園女子大学 人間生活学部食物栄養学科・講師）

PLUS ONE特別公開講座
湖池屋の流儀
佐藤 章氏（株式会社湖池屋  代表取締役社長）

園庭のうた
2024 幼稚園行事・イベント

女性活躍社会の実現に向けて
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グランプリを獲得した「線状皮
膚萎縮症の治療とこれから」を
発表する高２のＳ.Ｍさん

学
年
ご
と
に
異
な
る

テ
ー
マ
に
挑
戦
！

　

十
文
字
探
究
Ｄ
Ａ
Ｙ
の
２
０
２
５
年
の
テ

ー
マ
は
「
道
な
き
道
を
進
め
！　

新
た
な
価

値
観
を
切
り
開
こ
う
」
で
し
た
。
こ
の
テ
ー

マ
に
は
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
発

想
を
持
ち
、
未
来
を
よ
り
よ
い
方
向
に
切
り

開
い
て
い
こ
う
と
い
う
決
意
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
探
究
Ｄ
Ａ
Ｙ
の
開
催
に
あ

た
っ
て
は
、「
発
信
を
楽
し
む
」「
意
見
を
楽

し
む
」「
空
間
を
楽
し
む
」
と
い
う
３
つ
の

心
得
が
掲
げ
ら
れ
、
午
前
中
は
、
教
室
や
体

育
館
を
使
っ
た
様
々
な
形
式
の
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

学
校
全
体
が
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
！

　

１
年
生
は
、
日
本
経
済
新
聞
の
「
私
の
履

歴
書
」
に
登
場
し
た
人
物
の
中
か
ら
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
を
選
び
、
そ
の
人
物
の
生
き
方
や
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
を
探
究
し
ま
し
た
。

　

２
年
生
は
、
実
在
す
る
企
業
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
教
室
で
体
験
し
、
企
業
か
ら
出

さ
れ
た
課
題
を
自
分
た
ち
で
解
釈
し
て
新
た

学学テテ

な
企
画
を
考
案
す
る
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ア
ク

セ
ス
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
、
生
徒
個
人
が
自
ら
社
会
課
題

を
見
つ
け
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
企
画

を
考
え
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
チ
ェ
ン
ジ
」
に
取

り
組
み
、
そ
の
成
果
を
展
示
形
式
で
発
表
し

ま
し
た
。

　

４
年
生
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・
特
選
コ
ー

ス
は
、
日
常
生
活
で
感
じ
る
「
あ
っ
た
ら
い

い
な
」
の
思
い
を
カ
タ
チ
に
し
て
新
商
品
を

道なき道を進め！ 新たな価値観を切り開こう
テーマ

「十文字探究DAY 2025」開催！

　

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
１
月
18
日
、
十
文
字
中
学
・
高
等
学
校
で
第
２
回
「
十

文
字
探
究
Ｄ
Ａ
Ｙ
２
０
２
５
」
が
、
午
前
と
午
後
の
２
部
構
成
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
「
探
究
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
通
し
て
、学
ん
だ
成
果
を
、１
年
（
中
１
）

〜
５
年
（
高
２
）
の
全
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表
す
る
場
で
す
。
学
年
を
超
え
て
学
び

を
共
有
し
、
認
め
合
い
、
刺
激
し
合
う
場
で
あ
り
、
多
く
の
保
護
者
や
関
係
者
も
参

加
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

教室での発表は、プロジェクタ―や小道具などを使ったり、芝居仕立てやテレビ番
組仕立てにしたりするなど、様々な工夫が凝らされていました（１年生と２年生）。

熱気にあふれた
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開
発
す
る
「
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
」
に
チ
ー

ム
で
挑
戦
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
教
室
で

発
表
し
ま
し
た
。

　

５
年
生
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・
特
選
コ
ー

ス
は
、
自
分
自
身
で
問
い
を
立
て
て
調
査
を

行
う
「
マ
イ
テ
ー
マ
探
究
」
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
こ
の
探
究
が
自
分
の
進
路
へ
と
結
び

つ
い
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
・
５
年
生
の
自
己
発
信
コ
ー
ス

は
、
高
校
の
３
年
間
を
か
け
て
「
マ
イ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
探
究
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
経
過
発
表
を
、
本
館
２
階
の
教
室
で
行

い
ま
し
た
。
こ
の
「
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
探

究
」
は
６
年
次
ま
で
継
続
さ
れ
、
最
終
的
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
世
の
中
に
新
し
い
価
値

を
生
み
出
し
、
チ
ェ
ン
ジ
メ
ー
カ
ー
と
し
て

発
信
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
自
分
の
発
表
時
間
以
外
は
、

そ
れ
ぞ
れ
興
味
を
も
っ
た
探
究
テ
ー
マ
を
自

由
に
見
て
回
り
、
発
表
者
に
質
問
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
よ
か
っ
た
」
と
思

っ
た
発
表
に
は
、
発
表
者
の
し
お
り
に

「
G
O
O
Ｄ
J
O
B
」
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
交

流
し
ま
し
た
。

高
く
評
価
さ
れ
た

「
探
究
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
成
果

　

午
後
は
講
堂
で
、
各
学
年
の
代
表
者
12
組

に
よ
る
「
グ
ラ
ン
プ
リ
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
多

く
の
聴
衆
の
前
で
自
分
が
探
究
し
た
内
容
を

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
資
料
作
成
の
技
術
や

話
術
も
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
緊
張
し
な
が
ら

も
み
な
堂
々
と
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

企
業
や
大
学
に
所
属
す
る
審
査
員
の
方
々

か
ら
は
「
昨
年
に
比
べ
て
数
段
力
が
つ
い
て

い
る
」「
す
ぐ
に
商
品
化
で
き
そ
う
な
ア
イ
デ

ア
が
あ
っ
た
」「
将
来
の
仕
事
に
つ
な
が
る
よ

う
な
活
動
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
高
い

評
価
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
そ
し
て
審
査
の
結

果
、
グ
ラ
ン
プ
リ
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
、
ほ
か

各
賞
が
決
め
ら
れ
、
後
日
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
Ｓ
・
Ｍ
さ
ん
（
２

ペ
ー
ジ
の
上
写
真
）
は
、
次
の
よ
う
に
感
想

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

高探
「
探

　
「
探
究
活
動
の
魅
力
は
、
自
分
が
知
っ
て

い
た
こ
と
や
考
え
て
い
た
こ
と
と
は
異
な
る

視
点
か
ら
の
知
識
や
知
見
を
得
る
こ
と
で
、

も
の
ご
と
を
俯
瞰
的
・
総
合
的
に
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
面
白
い
テ
ー
マ
が
揃
っ
て
い
る
中

で
、
ま
さ
か
自
分
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ

る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
驚
く
と

同
時
に
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
大
学

に
進
学
し
て
か
ら
も
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

今
後
も
十
文
字
中
学
・
高
等
学
校
の
「
探

究
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
期
待
し
ま
す
。

自分の発表に全力を尽くすと同時に、他の生徒の発表にも熱心に聞き
入る姿が印象的でした（３年生）。

惜しくもグランプリファイナルとして選ばれなかったグループも、
優れた内容のチームは準ファイナリストとして選定され、堂々とし
たプレゼンをしました。

体育館では、ポスターセッション形式の発表が行われました（５年生）。

グランプリ

線状皮膚萎縮症の治療とこれから
（イノベーター賞・S.Mさん・５年）
線状皮膚萎縮症とは皮膚が引っ張られることで皮膚に線状の筋ができる疾患のこと。
これは思春期にも起こり、多くの人が治療したいと望んでいるが、治療法の開発は進
んでいない。細胞医薬を用いた治療法の進展と今後の課題について探った。

準グランプリ
成長期の女性アスリートにおける
相対的エネルギー不足の解消に向けて
（インフルエンサー賞・M.Nさん・５年）
成長期のアスリートは運動量が多いにも関わらず、それに見合ったエネルギーを摂取で
きていない「相対的エネルギー不足」が起きている。この解消に向けた自己啓発ツールと
してオリジナルレシピ本の構成内容から、実際に調理につなげる方法までを考案した。

準グランプリ

アレルギー低減卵の研究を社会実装につなげるには
（リサーチャー賞・A.Eさん・５年）
ゲノム編集によって卵アレルギーをもつ人でも食べられる卵が開発されたニュースから着
想し、ゲノム編集とはどういう技術なのかを調べ、社会がどのようなイメージをもってい
るかも調査した。ゲノム編集の技術のポジティブな考えが広がる方法について探究した。

投票箱を用意し、聴衆参加型の発表も！（４・５年生）
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十文字祭十文字中学・高等学校 巣鴨発

紅
こう

蘭
らん

紫
し

菊
ぎく

～千の色鮮やかに～

大
盛
況

大
盛
況

文
化
祭・学
園
祭

に
終
わ
っ
た

ショップでの支払いはPayPayもOK！
とても便利になりました。

中学2年生・理科「世界でたった一つの周期表」の制作
JRC部 「ルワンダの子どもたちと、絵を通して交流！」

教室が撮影スポットに！　装飾も細部までこだわりました。 

クラスや学年を超えて交流し、皆で楽しみました。 

参加団体の最優秀賞を獲得した5年梅組の
「ベイまるックスのアメイジングライド」！

　

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
９
月
21
・
22
日
、
十
文
字
中
学
・
高
等
学

校
の
文
化
祭
「
十
文
字
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
65
回
を
迎
え

た
今
回
の
テ
ー
マ
は「
紅
蘭
紫
菊
〜
千
の
色
鮮
や
か
に
〜
」。紅
蘭
紫

菊
に
は
「
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に
、
他

人
と
比
べ
る
こ
と
な
く
、
個
性
を
磨
こ
う
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。そ
の
テ
ー
マ
ど
お
り
、生
徒
た
ち
は
、十
文
字
祭
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
考
え
準
備
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

中
学
２
年
生
の
理
科
で
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
「
世
界
で
た
っ
た
一
つ

の
周
期
表
」
の
作
成
に
取
り
組
み
、
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
が
訪
れ
た

方
々
の
目
を
惹
き
つ
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
で
は
日
頃
か

ら
ル
ワ
ン
ダ
と
の
交
流
を
行
っ
て
お
り
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
が
描

い
た
絵
を
展
示
す
る
と
共
に
、
そ
れ
を
印
刷
し
た
グ
ッ
ズ
販
売
を
行

っ
て
寄
付
に
つ
な
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
遊
園
地
を
模
し
た

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
喫
茶
店
な
ど
、
生
徒
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
豊
か
な

企
画
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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桐華祭新座発

Power of Smile ～笑顔で広がる希望の力～
　

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
10
月
26
・
27
日
に
は
、
十
文
字
学
園
女

子
大
学
の
学
園
祭
「
第
58
回
桐
華
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「Pow

er of Sm
ile 

〜
笑
顔
で
広
が
る
希
望
の

力
〜
」
で
し
た
。
笑
顔
で
い
る
こ
と
は
、
自
分
自
身
が
プ
ラ
ス
思
考

に
な
っ
た
り
、
周
り
の
人
も
明
る
い
気
持
ち
に
さ
せ
た
り
と
日
々
の

活
力
と
な
る
特
別
な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
カ
ラ
ー

は
虹
色
。
虹
色
は
２
０
２
４

3

3

年
の
﹇
に
じ

3

3

﹈
に
も
か
け
て
お
り
、
参

加
者
一
人
ひ
と
り
が
個
性
（
色
）
を
活
か
し
て
輝
き
、
笑
顔
で
多
く

の
方
々
と
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
、
と
い
う
学
生
た
ち
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

桐
華
祭
当
日
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
吹
奏
楽
部
や
和
太
鼓
部
の
演
奏

　

桐
華
祭
当
日
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
吹
奏
楽
部
や
和
太
鼓
部
の
演
奏

な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、飲
食
コ
ー
ナ
ー
に
は

な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、飲
食
コ
ー
ナ
ー
に
は
2020
を
超
え
る
団
体
が
出

を
超
え
る
団
体
が
出

店
し
、
数
多
く
の
来
場
者
に
も
太
い
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

店
し
、
数
多
く
の
来
場
者
に
も
太
い
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
盛
況

大
盛
況

文
化
祭・学
園
祭

に
終
わ
っ
た

2日間で5801人が来場！
たくさんの笑顔があふれた、大成功の学園祭！

大盛り上がりのステージイベント！
学生たちの熱いパフォーマンスが観客を魅了しました。 

十文字学園女子大学

「おれの本気（マジ）うどん」
には大行列もできました。

学びの集大成を披露！　学生が研究成果を
わかりやすく説明し、来場者も興味津々。

ポスターセッションで自身の研究や
プロジェクトを発表しました。

多くの来場者で賑わいました。 

学生によるお点前披露！　茶道部の
心尽くしのお茶で、来場者もほっと一息。 
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十
文
字
学
園
女
子
大
学
で
は
、
学
生
の
活
躍

に
対
し
て
年
度
ご
と
に
表
彰
を
行
い
ま
す
。

「
課
外
活
動
に
お
け
る
表
彰
」
は
、
競
技
会
や
展

覧
会
等
で
活
躍
し
た
学
生
を
、「
社
会
活
動
に
お

け
る
表
彰
」は
、地
域
や
企
業
等
と
連
携
し
、社

会
的
に
高
い
評
価
を
得
た
学
生
を
表
彰
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
表
彰
式
は
、
２
０
２
５
年
１

月
８
日
に
開
催
さ
れ
、
課
外
活
動
で
１
団
体
と

個
人
４
名
、
社
会
活
動
で
７
団
体
に
、
学
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
等
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
団
体
・
個
人
の
中
で
、
特
に
注

目
さ
れ
た
の
が
、
小
林
三
智
子
研
究
室
の
長
谷

川
結ゆ

生い

さ
ん
ら
学
生
３
名
に
よ
る
「
地
場
産
の

規
格
外
ト
マ
ト
を
使
用
し
た
カ
レ
ー
」（
の
ち

に
「
や
ん
ご
と
な
き
ト
マ
トT

he curry

」
と
命
名
）

の
開
発
で
し
た
。

　

長
谷
川
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

　
「
ゼ
ミ
活
動
を
始
め
る
際
に
、
規
格
外
ト
マ

ト
は
味
に
は
問
題
が
な
い
の
に
廃
棄
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
ト
マ
ト
を
使

用
し
た
商
品
開
発
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
近
年
自
然
災
害
の
増
加
に
よ
り
、

非
常
食
の
需
要
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

温
め
な
く
て
も
お
い
し
い
レ
ト
ル
ト
の
ト
マ
ト

カ
レ
ー
の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

開
発
に
あ
た
り
、
レ
ト
ル
ト
加
工
前
後
の
ト

マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
と
カ
レ
ー
の
リ
コ
ピ
ン
量
を
測

定
し
、
内
外
の
多
く
の
先
行
研
究
を
学
び
、
リ

コ
ピ
ン
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
知
見
を
得
ま
し

た
。
ま
た
、
多
く
の
種
類
が
あ
る
中
で
ど
の
ス

パ
イ
ス
を
使
用
す
べ
き
か
、
ど
の
く
ら
い
の
量

を
入
れ
る
べ
き
な
の
か
、
ス
パ
イ
ス
に
つ
い
て

も
検
討
を
重
ね
、
そ
こ
か
ら
私
た
ち
の
答
え
を

導
き
出
し
ま
し
た
」

　

努
力
は
実
り
ま
す
。
２
０
２
４
年
７
月
に
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
さ
い
た
ま
新
常
盤
ビ
ル
の
社
員

食
堂
で
提
供
し
、「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
も

ら
い
、
大
き
な
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

と
振
り
返
り
つ
つ
、
言
葉
を
続
け
ま
す
。

　
「
今
回
、
こ
う
し
て
私
た
ち
の
活
動
が
表
彰

さ
れ
た
の
も
、
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や

こ
の
活
動
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お

か
げ
で
す
。
私
も
、
こ
の
経
験
を
通
し
て
誰
か

の
た
め
に
全
力
で
応
え
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い

と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

◆課外活動における表彰
被表彰者・団体 主な表彰事由

原川美涼 健康栄養
学科３年

第28回全日本ラート競技選手権大会
（女子）８位、他

石井結衣 児童教育
学科２年

POINT&K.O.第38回全日本空手道選手権
大会の一般女子重量級で優勝（4連覇）、他

大江望礼 幼児教育
学科３年

第53回秋季東都女子大学剣道大会で
敢闘賞

サッカー部 42名 第32回全日本大学女子サッカー
選手権大会　ベスト８、他

久保友希 児童教育
学科１年

けん玉ワールドカップに出場。
16歳～19歳（女性部門）７位

◆社会活動における表彰
被表彰者・団体 主な表彰事由

十文字ビール
プロジェクト 22名 オリジナルクラフトビールの開発・販売

羽田ゼミ ７名 地域魅力化につなげる 人（ひと）-
TSUNAGI 教育プロジェクト

ふるさと支援隊
（ときがわ町） 19名 Z世代が好む柑橘製品の開発

小林三智子
研究室 ３名 規格外トマトを活用し、「やんごとな

きトマトThe curry」として開発

日本語学ゼミ 12名 日本語学の学びを活かしたワークショッ
プや教育コンテンツの開発

プラスちゃん
くらぶ 30名

地域連携活動の一環として、近隣市を
中心に多くのイベントに参加し、ワー
クショップを企画・運営

SAITAMA子育て
応援フェスタ幼
児教育学科有志

８名 「SAITAMA子育て応援フェスタ」でブー
スを企画・運営し、本学の魅力を発信

志村二三夫学長（中央右）、鈴木康弘カレッジスポーツセンター副センター長（中央左）と表彰された学生たち

表彰を受けた長谷川さん（写真＝中央）

「やんごとなきトマトThe curry」トマトを
たっぷりと使った温めなくてもおいしい
スパイスカレーで非常食にも利用できる。

「
地
場
産
の
規
格
外
ト
マ
ト
を
使

用
し
た
カ
レ
ー
」
が
、

社
会
活
動
に
お
け
る
表
彰
に
！

「令和６年度 課外活動・社会活動等における表彰式」を開催
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20
歳
で
挑
戦
！

大
学
３
年
生
で
の
起
業
に
成
功

食
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
通
じ
て
開
発
途
上
国

の
子
ど
も
た
ち
に
提
供
さ
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。予
約
す

る
だ
け
で
社
会
貢
献
が
で
き
る
と
い

う
わ
け
で
す
。

目
指
す
は〝
社
会
へ
の
貢
献
〞と

〝
利
益
の
創
造
〞の
同
時
実
現

　

そ
も
そ
も
城
宝
さ
ん
が
起
業
に
興

味
を
持
っ
た
の
は
、
会
社
を
経
営
し

て
い
た
祖
父
の
影
響
だ
っ
た
と
い
い

ま
す
。

　

城
宝
さ
ん
が
株
式
会
社
テ
ー
ブ
ル

ク
ロ
ス
を
設
立
し
た
の
は
２
０
１
４

年
６
月
、
立
教
大
学
の
３
年
生
、
20

歳
の
と
き
の
こ
と
で
し
た
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
、
国
内
の
飲
食
店
の

利
用
者
が
そ
こ
か
ら
予
約
で
き
る
ア

プ
リ
を
開
発
し
、
運
営
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　

テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
の
シ
ス
テ
ム
が

特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
利
用
者
が
予

約
す
る
と
、
そ
れ
に
応
じ
た
学
校
給

　
「
祖
父
は
、『
会
社
を
経
営
す
る
う

え
で
大
切
な
の
は
、
人
の
た
め
に
ど

ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ

と
が
大
切
だ
』
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
話
を
聞
い
て
い
た
せ
い
か
、

私
は
、小
学
３
年
生
の
頃
に
は〝
実
業

家
に
な
ろ
う
〞
と
思
っ
て
い
ま
し
た

し
、
十
文
字
中
学
校
に
入
学
し
た
当

時
か
ら
、〝
自
分
は
、誰
に
対
し
、ど

ん
な
貢
献
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
〞

な
ど
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
」（
城
宝
さ
ん
）

　

幼
い
頃
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
行
っ

て
目
に
し
た
現
地
の
子
ど
も
た
ち
の

貧
し
さ
の
記
憶
も
、〝
社
会
貢
献
〞を

目
指
す
理
由
と
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

ま
た
高
１
の
と
き
に
米
国
フ
ロ
リ
ダ

州
オ
ー
ラ
ン
ド
に
派
遣
さ
れ
て
、
障

が
い
者
支
援
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
活
動
に
触
れ
、
社
会
貢
献
を
継

続
し
て
い
く
う
え
で
利
益
の
創
造
を

成
り
立
た
せ
る
こ
と
も
、
欠
か
せ
な

い
要
素
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
と
振

り
返
り
ま
す
。そ
し
て
２
０
１
５
年
に

ス
タ
ー
ト
し
た
グ
ル
メ
ア
プ
リ
「
テ

ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
」
の
登
録
店
舗
数
は

約
１
年
で
１
万
店
を
突
破
、
城
宝
さ

ん
は
一
躍「
女
子
大
生
起
業
家
」と
し

て
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
２
０
２
２
年
８
月
、
テ
ー

ブ
ル
ク
ロ
ス
は
国
内
向
け
の
グ
ル
メ

ア
プ
リ
の
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
加
え
、
人
口
減
少

が
進
む
日
本
の
現
状
を
前
に
、
テ
ー

ブ
ル
ク
ロ
ス
が
成
長
し
、
生
き
残
っ

て
い
く
に
は
事
業
の
国
際
化
は
避
け

ら
れ
な
い
と
い
う
判
断
か
ら
で
し
た
。

越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
壁

　

実
は
、
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
は
２
０

１
９
年
か
ら
「byFood.com

」
と
い

う
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ

ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
サ
イ
ト
の
運
営

を
開
始
し
て
い
ま
し
た
。
客
単
価
の

高
い
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
料
理

教
室
や
フ
ー
ド
ツ
ア
ー
な
ど
の
食
体

験
を
掲
載
し
、
そ
こ
か
ら
体
験
予
約

や
レ
ス
ト
ラ
ン
予
約
な
ど
の
客
を
呼

び
込
も
う
と
い
う
戦
略
で
し
た
。

　

こ
の
海
外
向
け
の
戦
略
は
当
た
り

ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
が
復
活
し
た
２
０
２
３

年
か
ら
急
速
に
事
業
を
拡
大
、
２
０

２
４
年
７
月
末
時
点
で
日
本
全
国
の

７
０
０
を
超
え
る
食
体
験
を
掲
載
し

て
、海
外
か
ら
の
多
く
の
ツ
ア
ー
客
の

予
約
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。一
方
、開

発
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に
給
食
を

届
け
る
仕
組
み
も「Food For H

appi-
ness

事
業
」
の
名
で
継
続
。
創
業
時

か
ら
の
総
数
は
約
67
万
食
に
達
し
て

い
ま
す
（
２
０
２
４
年
６
月
末
現
在
）。

　

そ
ん
な
中
、
城
宝
さ
ん
は
「
こ
れ

か
ら
が
正
念
場
だ
」
と
い
い
ま
す
。

　
「
世
界
の
競
合
企
業
と
は
資
金
調

達
力
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ

ス
ケ
ー
ル
が
違
い
ま
す
。
そ
の
差
を

埋
め
て
い
く
た
め
に
、
今
、
世
界
を

飛
び
回
っ
て
い
ま
す
」（
城
宝
さ
ん
）

　

城
宝
さ
ん
に
と
っ
て
、
経
営
と
は

ま
さ
に
自
己
表
現
の
場
。「
十
文
字

生
の
中
か
ら
、
私
の
よ
う
に
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
む
後
輩
が
ど
ん
ど

ん
出
て
く
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

城
じょう

宝
ほう

薫
かおる

さん株式会社テーブルクロス
代表取締役CEO

城
宝
さ
ん
と
、
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
を
支
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ー
ト
ナ
ー
た
ち
。
現
在
、
50
人
ほ
ど
い
る
社
員
の
８
割
は

外
国
人
。
そ
の
た
め
、
社
内
で
の
公
用
語
は
英
語
で
あ
る
。

1993年生まれ。十文字中学・高等学校に進み、中３で生徒会長、高１で
副生徒会長、高２で生徒会長を務めた。2012年に立教大学経済学部入学、
在学中の2014年に株式会社テーブルクロスを起業し、女子大生社長と
なった。2019年に結婚、現在は３人の子どもを育てながら、会社のさら
なる成長を目指して、事業のグローバル化を推し進めている。

OG por trait

卒業生の肖像
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子
屋
さ
ん
や
団
子
屋
さ
ん
を
６
０
０
軒
以
上
も

訪
ね
歩
い
て
き
た
そ
う
で
す
が
、
も
と
も
と
和

菓
子
の
職
人
さ
ん
で
し
た
。

十
文
字
学
園
女
子
大
学
の
恩
師
が

示
し
て
く
れ
た
教
員
へ
の
道

　

香
川
調
理
製
菓
専
門
学
校
（
東
京
都
豊
島
区

駒
込
）
で
和
菓
子
の
奥
深
さ
と
美
し
さ
に
触
れ

た
芝
崎
先
生
は
、
和
菓
子
店
に
就
職
し
て
和
菓

子
づ
く
り
の
技
術
を
習
得
。
や
が
て
茶
席
用
和

菓
子
の
注
文
制
作
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
和
菓
子
制

十十十十十十十十十示

こ
れ
ま
で
訪
ね
た
和
菓
子
屋
や

団
子
屋
は
全
国
６
０
０
軒
以
上

　
「
マ
ツ
コ
の
知
ら
な
い
世
界
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
）

や
「
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
る
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
な

ど
の
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
し
て
、〝
お
だ
ん
ご

先
生
〞
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
親
し
ま
れ
て
い
る

の
が
、
本
学
人
間
生
活
学
部
食
物
栄
養
学
科
の

芝
崎
本
実
先
生
で
す
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
和
菓
子
が
大
好
き
だ
っ
た

と
い
う
芝
崎
先
生
は
、
全
国
津
々
浦
々
の
和
菓

こ団

作
、
メ
ー
カ
ー
の
依
頼
を
受
け
て
の
商
品
開
発

な
ど
を
手
掛
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
芝
崎
先
生
は
満
足
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
５
年
ほ
ど
す
る
と
女
子
栄
養
大
学
の
大
学

院
修
士
課
程
に
入
り
直
し
ま
す
。

　
「
当
時
か
ら
、
私
は
、
和
菓
子
づ
く
り
が
職

人
の
勘
頼
り
で
、
一
人
前
に
な
る
の
に
10
〜
20

年
か
か
る
と
さ
れ
る
一
方
で
職
人
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
に
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
現
実
を
前
に
、
和
菓
子
づ
く
り
の
伝
統

を
、
西
洋
料
理
の
レ
シ
ピ
の
よ
う
に
数
値
化
で

き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
も
し
、
そ
れ
が
で

き
れ
ば
、
和
菓
子
づ
く
り
の
技
術
習
得
の
期
間

を
早
め
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
家
庭
で
も
和
菓

子
が
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
和
菓
子
の
文
化

を
継
承
し
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で

す
。
そ
の
た
め
に
調
理
科
学
を
学
び
た
か
っ
た

の
で
す
」（
芝
崎
先
生
）

　

そ
し
て
女
子
栄
養
大
学
の
大
学
院
修
士
課
程

を
修
了
し
た
芝
崎
先
生
は
、
さ
ら
に
帝
京
平
成

大
学
大
学
院
の
博
士
課
程
へ
と
進
み
ま
す
。

　

そ
ん
な
芝
崎
先
生
に
教
員
へ
の
道
を
示
し
て

く
れ
た
の
が
、
十
文
字
学
園
女
子
大
学
の
恩
師

か
ら
の
「
助
手
に
な
ら
な
い
か
」
と
い
う
言
葉

で
し
た
。

　

こ
の
恩
師
の
言
葉
を
き
っ
か
け
に
芝
崎
先
生

は
、
教
員
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

そ
し
て
４
年
間
ほ
ど
十
文
字
学
園
女
子
大
学
で

助
手
を
務
め
た
後
、
帝
京
平
成
大
学
の
教
員
を

経
て
、
２
０
２
２
年
に
は
人
間
生
活
学
部
食
物

栄
養
学
科
の
講
師
と
し
て
、
十
文
字
学
園
女
子

大
学
に
戻
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

今
、
芝
崎
先
生
は
管
理
栄
養
士
を
目
指
す
学

生
た
ち
を
指
導
・
育
成
す
る
と
同
時
に
、
ゼ
ミ

に
お
い
て
は
、
学
内
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
多

く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し

て
、
様
々
な
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
芝
崎
先
生
は
、
学
生
た
ち
に
次
の
よ

う
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
「
管
理
栄
養
士
に
な
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て

ほ
し
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

十
文
字
の
卒
業
生
と
し
て
、
夢
や
希
望
を
持
っ

て
社
会
に
出
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
そ
の
た

め
に
は
、
学
生
時
代
に
経
験
を
た
く
さ
ん
積
ん

で〝
自
分
に
は
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
！
〞

と
自
ら
発
信
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
」（
芝
崎
先
生
）

　

そ
ん
な
積
極
的
な
生
き
方
は
、
芝
崎
先
生
自

身
が
た
ど
っ
て
き
た
道
で
も
あ
る
の
で
す
。

和
菓

子
の
継
承
を
目
指
す

お
だ
ん
ご
先
生
の
心
意
気

究
研

の

芝
しば

崎
さき

本
もと

実
み

十文字学園女子大学
人間生活学部食物栄養学科・講師

埼玉県出身。香川調理製菓専門学校を卒業後、菓子店に就職。和菓子づ
くりの技術を習得、菓子の商品開発などにも従事。その後、女子栄養大
学大学院修士課程、帝京平成大学大学院博士課程を修了し、帝京平成
大学健康メディカル学部で助教を務めた後、2022年より現職。和菓子
の研究をしながら、教員として管理栄養士の育成に携わっている。

著書に『おだんご先生のおいしい！ 手づ
くり和菓子』（春夏秋冬の４巻。童心社）、
『究極のあんこを炊く』（女子栄養大学
出版部）など多数。Webサイト「おだん
ご日和」（odango.jp）でも情報を発信中。
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あ
る
長
野
県
の
諏
訪
湖
の
よ
う
に

大
き
な
企
業
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
を
込
め
て
、
小
池
の

〝
小
〞
の
字
を
諏
訪
湖
の
〝
湖
〞

に
変
え
て
社
名
と
し
た
も
の
で
し

た
。
ま
ず
は
そ
の
原
点
に
立
ち
戻

る
こ
と
が
必
要
で
し
た
。
そ
こ
で

　
「
私
が
入
っ
た
当
時
、
湖
池
屋

は
創
業
時
の
社
名
か
ら
離
れ
て
フ

レ
ン
テ
と
い
う
社
名
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
私
は
、
そ
れ
は
お
か
し

い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
湖

池
屋
と
い
う
社
名
は
、
創
業
者
の

小
池
和
夫
氏
が
自
身
の
出
身
地
で

新
し
い
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
、
六
角
形

の
中
に
『
湖
』
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

も
の
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
市
場
調
査
の
結
果
を
分
析

し
て
付
加
価
値
戦
略
に
転
換
し
、

高
級
路
線
を
模
索
し
『
湖
池
屋
プ

ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
』
の
開
発
を
進
め

ま
し
た
。
ラ
イ
バ
ル
の
真
似
で
は

な
く
、
自
分
た
ち
に
し
か
で
き
な

い
独
自
性
で
差
別
化
す
る
こ
と
に

し
た
の
で
す
」（
佐
藤
社
長
）

　

こ
の
佐
藤
社
長
の
戦
略
は
見
事

に
当
た
り
、
湖
池
屋
プ
ラ
イ
ド
ポ

テ
ト
が
大
ヒ
ッ
ト
し
て
、
湖
池
屋

は
Ｖ
字
回
復
を
果
た
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
佐
藤
社
長
は
、
こ
う

し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

に
は〝
優
れ
た
人
材
が
不
可
欠
だ
〞

と
力
説
し
ま
す
。

あ
る
ほ
ど
知
と
知
が
噛
み
合
っ
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
ま
す
。

あ
と
は
粘
り
強
さ
、
諦
め
な
い
こ

と
。
湖
池
屋
で
は
今
、
ゴ
ー
ル
を

決
め
た
ら
そ
こ
に
向
か
っ
て
ど
ん

な
回
り
道
を
し
て
も
い
い
か
ら
た

ど
り
着
こ
う
と
い
う
の
を
ル
ー
ル

に
し
て
企
業
風
土
改
革
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
男
女
に
か
か

わ
ら
ず
、
30
代
前
半
で
次
長
に
な

る
人
や
、
20
代
で
課
長
に
な
る
人

が
次
々
に
出
て
き
て
い
ま
す
」

（
佐
藤
社
長
）

　
「
湖
池
屋
プ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
を

つ
く
っ
て
く
れ
た
の
は
若
い
社
員

た
ち
で
す
。
常
識
を
乗
り
越
え
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
だ
け
の
野
望
や

好
奇
心
を
持
っ
て
い
る
人
、
ま
た

人
間
味
に
溢
れ
て
い
る
人
た
ち
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、

こ
う
し
た
若
い
人
た
ち
に
裁
量
権

を
与
え
て
挑
戦
さ
せ
る
企
業
風
土

が
あ
る
か
ど
う
か
で
す
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ひ
と
り
で

は
絶
対
で
き
ま
せ
ん
。
な
る
べ
く

遠
い
と
こ
ろ
に
い
る
人
で
あ
れ
ば

女 性 活 躍 社 会 の 実 現 に 向 け て

感想を寄せた高１の生徒２人と佐藤社長

　

佐
藤
社
長
の
お
話
は
、
高
校
生

の
心
に
も
刺
さ
っ
た
よ
う
で
す
。

次
の
よ
う
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
湖
池
屋
の
歴
史
を
知
る
と
と

も
に
、
同
社
が
い
か
に
お
客
さ
ん

に
寄
り
添
い
、
よ
り
良
い
商
品
開

発
を
目
指
し
て
い
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」（
Ｓ
・
Ｏ
さ
ん
）

　
「
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
、『
競
合
と
の
差
異
を
示
し
、

自
社
の
特
徴
を
し
っ
か
り
出
す
』

と
い
う
商
品
戦
略
の
お
話
で
す
。

私
た
ち
も
今
、
商
品
開
発
に
つ
い

て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
て
い
ま

す
が
、
企
業
の
ト
ッ
プ
の
方
か
ら

直
接
お
話
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
と
て
も
貴
重
な
体
験

で
し
た
」（
Ｓ
・
Ｓ
さ
ん
）

　

日
本
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
を
目
指
す
と
同
時
に
、
働
き
方

改
革
も
進
ん
で
い
ま
す
。
佐
藤
社

長
の
お
話
は
、
十
文
字
生
に
と
っ

て
、
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
る
か
を

考
え
る
う
え
で
、
と
て
も
よ
い
刺

激
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

特別公開講座

湖
池
屋
の
流
儀儀

〜
ゼ
ロ
か
ら
イ
チ
を
生
み
出
す

組
織
と
人
の
育
て
方
〜

　2024（令和６）年10月30日、十文字中学・高等学校の講堂で
「PLUS ONE特別公開講座」が開催されました。講師としてお
招きしたのは、株式会社湖池屋の佐藤章代表取締役社長です。

　

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
日
本
で
初
め
て
量
産
し
、普
及
さ
せ
た

湖
池
屋
で
す
が
、
２
０
１
２（
平
成
24
）年
に
赤
字
に
転
落
す
る

な
ど
、非
常
に
厳
し
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
湖
池
屋
ブ
ラ
ン
ド
を
２
０
１
６（
平
成
28
）年
に
復
活
さ

せ
、見
事
に
Ｖ
字
回
復
さ
せ
た
人
物
こ
そ
佐
藤
社
長
で
す
。湖

池
屋
を
い
か
に
し
て
復
活
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
…
…
佐
藤
社

長
は
、講
座
で
そ
の
原
点
か
ら
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

ひ
と
り
で
は
起
こ
せ
な
い

講
師
：
佐
藤
章あ

き
ら

代
表
取
締
役
社
長

【佐藤章氏プロフィール】1959年東京都生まれ。1982年、
早稲田大学法学部を卒業後、キリンビールに入社。1997年
にキリンビバレッジ商品企画部に出向。2014年にキリンビバ
レッジ社長に就任。2016年にフレンテ（現・湖池屋）執行
役員兼日清食品ホールディングス執行役員に転じ、同年9月
に湖池屋代表取締役社長に就任。

第
４
回
講
座
テ
ー
マ
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オリジナルクラフトビール『ベルーメ』

赤間恵都子名誉教授（左）と鷹野理芳先生（右）

公開講座会場前にも
多数の作品を展示

桐華祭のステージで披露されたプラスちゃんダンス

曽矢麻理子助手（左）と参加した
食品開発学科4年生

左）と参加した
生

公開講座「平安朝の恋文
－書道と文学のコラボレーション－」を開催

祝・プラスちゃん10歳の誕生日食品開発学科が田中製茶園と
「あまりん紅茶」を共同開発

オリジナルクラフトビール
「ベルーメ」をお披露目

TOPICS

　2024年９月14日に、書道家で本学の非常勤講師である鷹
野理

り

芳
ほう

先生と本学の赤間恵
え

都
つ

子
こ

名誉教授を講師に、公開講座
「平安朝の恋文－書道と文学のコラボレーション－」を開催
しました。この講座は、『源氏物語』をテーマとして物語に
登場する姫君の筆跡の再現を続けてこられた鷹野先生と、平
安女流文学を専門にする赤間先生のお二人の熱い思いにより
実現したコラボレーション企画で、「恋文」をテーマに、そ
れぞれのアプローチから「平安朝の恋文」を読み解いていた
だきました。また今回は、初めての試みとして、学内に鷹野
先生の「書」を展示した特設ギャラリーを設置。参加者に間
近で「書」に触れていただき、好評を得ることができました。

　十文字学園女子大学の公式マスコットキャラクターの「プ
ラスちゃん」（2014年誕生）が、2024年10月10日に10歳の
誕生日を迎えました。これを記念して立ち上げられたのが、
学生によるプロジェクト「プラスちゃん10周年記念、ダン
スでお祝い！　10000人に踊ってもらおう！　プラスちゃん
ダンスプロジェクト」です。SNS等で多くの人に情報を発信
してプラスちゃんダンスを踊ってもらうと同時に、十文字学
園のことをより知ってもらうことが目的です。10月27日の
桐華祭でもプラスちゃんダンスを披露。子どもから高齢者の
方まで幅広い年齢の方々に踊っていただきました。これから
も、イベントへの参加やSNSの活用によって、さらにプロジ
ェクトの幅を広げていくことを目指しています。

　食品開発学科小林研究室と田中製茶園（入間市）が共同開
発した「あまりん紅茶」が、2024年11月３日に開催された「喫
茶来 TOKOROZAWA TEA FES 2024」（ところざわサクラタ
ウン）で先行販売され、好評を博しました。この取り組みは、
本庄市のいちご（あまりん）農家が規格外品の有効活用を本
学に相談したことが始まりでした。学生は、狭山茶とのコラ
ボレーションを考案し、「埼玉県産農産物をアピールする商
品」を目指して開発に臨みました。試飲した人からは「あま
りんの甘味と香りを楽しめる上品な味わい」と好評で、今後
はオンラインショップでの販売も予定しています。

　2024年10月10日、十文字学園女子大学内のフジショップ
において、オリジナルクラフトビール『ベルーメ』のお披露
目会が行われました。これは、食品開発学科・渡辺ゼミが新
座市でクラフトビールを製造している株式会社システムアド
バンス（新座市）と共同して企画・製造開発したもので、社
会情報デザイン学科の松本ゼミがネーミング、川瀨ゼミがパ
ッケージデザインで協力しました。試飲した人たちからは
「苦みが少なく飲みやすい」と好評で、生産された約700本
があっという間に完売しました。
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高校チーム 中学チーム

「かないっちょ」とは、プレイワーカーとして
活動している金井豊明さんのことです。

2 0 2 4  幼稚園行事・イベント

遊びの達人、かないっちょと再会しました

ビニールにお絵描き、楽しいなぁ
ビニールに絵の具でいっぱい描いて遊んだよ♩
紙に描くのとは違って、スルスル描けて

とっても楽しいんだ～

この日は、年少さんもたくさん来てくれたから

私たちは「絵の具やさん」になって遊んだよ

他にも筆やカップも洗って、大忙しだったんだ～

園庭でも、年少さん、すみれ組、き組、

みんな一緒に絵の具で遊べて楽しかったなぁ！

今回は年長さんと一緒に

大学のグラウンドへ！

到着すると木と木の間にロープが張ってありました。

でもまだ完成ではありません。

子どもたちの力でロープを引っ張ります！

「オーエス オーエス 」の掛け声

運動会の綱引きを思い出しました

かないっちょが仕上げをしてくれて

ロープの遊び場が完成しました！

かないっちょ　どうもありがとう

中・高バトン部が全国大会でともに銀賞獲得！

JUMONJI 

　中・高バトン部は、2024年12月
７日に幕張メッセで行われた第52
回バトントワーリング全国大会に
おいて、ともに銀賞を受賞しまし
た。
　部員たちは、来年は全国大会の
舞台で金賞をとれるように、そし
てもっと素晴らしい演技を披露し、
良い成績が残せるように、これか
らも精進することを誓っています。



※「立ちてかひある」へのご感想・ご要望は十文字学園女子大学広報課 kohosi-g@jumonji-u.ac.jpまでお寄せください。

〈
編
集
後
記
〉　

　

１
月
18
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
岐
路
に
立
つ
東
京
大
学
〜
日
本

発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
の
挑
戦
〜
」
を
視
聴
し
ま
し
た
。
バ
ブ

ル
崩
壊
後
「
失
わ
れ
た
30
年
」
の
停
滞
時
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は

新
し
い
企
業
が
続
々
と
誕
生
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、

経
済
成
長
と
新
た
な
社
会
を
生
み
出
し
て
い
る
。
日
本
の
若
者

に
も
様
々
な
課
題
解
決
に
向
け
て
、
起
業
を
通
し
て
新
た
な
可

能
性
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
…
…
と
い
っ
た
内
容
で
し
た
。

　

本
誌
で
紹
介
し
た
城
宝
薫
さ
ん
も
、
ま
さ
し
く
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
起
こ
し
た
一
人
。
飲
食
店
の
予
約
シ
ス
テ
ム
と
社
会
貢

献
を
つ
な
げ
、
現
在
で
は
海
外
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
を
対
象
に
料

理
教
室
や
食
体
験
ツ
ア
ー
等
そ
の
領
域
を
拡
げ
て
い
ま
す
。
ま

た
本
学
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
湖
池
屋
の
佐
藤
章
社
長
は
、

プ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
の
大
ヒ
ッ
ト
に
よ
り
同
社
の
業
績
を
Ｖ
字
回

復
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
常
識
を
乗
り
越
え
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
野
望
や
好
奇
心
を
持
っ
た
若
手
に
期
待
を
寄
せ
、
さ
ら
な
る

企
業
風
土
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
る
背
景
に
は
必
ず
社
会
や
顧
客
の

課
題
が
存
在
し
ま
す
。
本
誌
で
紹
介
し
た
十
文
字
中
学
・
高
等

学
校
の
探
究
Ｄ
Ａ
Ｙ
で
は
「
道
な
き
道
を
進
め
！　

新
た
な
価

値
観
を
切
り
開
こ
う
」
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
課
題
へ
の
探
究
結

果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
生
徒
た
ち
の
自
由
な
発

想
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
成
果
に
対
し
て
、
企
業
や
大
学
の
審
査

員
の
方
々
か
ら
も
大
き
な
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
大
学
に
お
い
て
も
、
食
品
開
発
学
科
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
「
ベ
ル
ー
メ
」
や
「
あ
ま
り
ん
紅
茶
」
に

代
表
さ
れ
る
企
業
と
の
共
同
開
発
の
よ
う
に
、
地
域
や
企
業
と

連
携
し
た
課
題
解
決
型
の
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
学
園
の
生
徒
・
学
生
が
、
こ
の
よ
う
な
学
び
の
機
会
を
通
し

て
諸
課
題
に
向
き
合
い
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
挑
戦
心

や
創
造
力
等
が
育
ま
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（「
立
ち
て
か
ひ
あ
る
」
発
行
編
集
担
当
者
一
同
）
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氏が副学長に就任

　料理研究家で十文字学園女子大学（以下本学）の特別招聘教授で
ある土井善晴先生が、2024年11月１日付けで本学の副学長（人を
良く担当）に就任されました。
　「人間は料理する動物である。人間は料理して人間になったので
す。料理は人間創造の始まりであり、料理が理性、知性、感性、
さらに人の気持ちを知る想像力を育みます。料理が人間の物質代
謝を媒介することで、自然と共存し、持続可能な社会の実現につ
ながる」と、土井先生は教えています。土井先生の教育・研究対
象は「食」、その中でも特に「食の原点となる無償の行為としての
料理」です。そして副学長就任にあたっては、料理から人間を考え、
食を通して一人ひとりの希望ある未来の創造を目指されています。
　食という字は「人を良くする」と書きますが、食には確かに、
からだと心を健やかにし、人と人の和を強めて、「人を良く」する
働きがあります。今後、学生・教職員、そして組織体・人間関係
における「人を良く」に幅広く活躍し、次世代の人材を教え育み、
また本学の「総合知」向上に貢献していただけることでしょう。

【土井善晴 副学長プロフィール】
大阪生まれ。
芦屋大学産業教育学科卒業。スイス・フランスでフラ
ンス料理を学び、大阪味𠮷兆で料理修業。
料理研究家／おいしいもの研究所代表。
十文字学園女子大学副学長（食事学・料理学研
究）。東京大学先端科学技術研究センター客員研
究員。甲子園大学客員教授。学習院女子大学講師。
NHK「きょうの料理」に出演。『一汁一菜でよいとい
う提案』（新潮文庫）は40万部を超えるベストセラー。
『料理と利他』『味つけはせんでええんです』（ミシ
マ社）、『くらしのための料理学』（NHK出版）など
著書多数。
映画『土を喰らう十二ヵ月』料理を担当／監修。　
料理を楽しみにするきっかけをつくったこと、また海
外での和食文化講演活動などにより、2022年度
「文化庁長官表彰」を受賞。


